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〔目 的〕 女性性器癌 の 治療法をみ る とき．そ の 多

くは手 術，放射線，抗癌剤で あ る と言 っ て も過 言

で な い 。 こ れ らの 治 療法 の 改善 は 女性性器癌の 治

癒 率 お よ び 延 命率を 全体 と して 向上 さ せ た 。 しか

し，治療効果 を ま っ た く期待 で きな い 女性性器 の

進 行癌や 再発末期癌が 減少 した わ け で はな い 。 今

回わ れ われ は こ れ ら進 行癌 や 再 発未期 癌 の 症 例 に

焦 点を しぼ り温熱化学療法を実 施 した 。 その 結果，

治療が 奏効 した と考え られ る多数 の 経験 を得 た 。

〔方法〕 対象 は 進 行癌 ， 再発癌 を 主 と す る 22症例

で あ る 。 温熱療法 に は TAG 　MED 　 Hyperthemia

System 　434 （マ イ ク ロ 波 434 ）を用 い
． 直腸 温40

〜 41．5℃ に な る よ うな whole 　 body　 heating ，

regional 　 heating を施行 し た 。 加 温中 に は同時

に thio −TEPA ，
　CPA ，MMC ，VCR ，ADM ，C −DDP

を点 滴 投与 した 。 加渥 は 基本的に は 週 1 回行 い
，

10回 を 1 ク ール と して 可 能な 限 り継 続 に 努め た 。

〔成績〕子宮頸 癌 4 例は 固形が ん 化 学療 法直接効

果判定基準の Perfomance　Status（P．S）の grade お

よび奏効度 の 表現 に 改善が 認め られ，うち 2 例で は遠

隔転移があっ たが延命効果がみ られた。 卵巣癌の ユ例

で は P．S の grade の 改善がみ られ，その third　 leokの

所見で，second 　lookと比較して，Peritonitis　 car
−

cinomatosa お よ び肝転移 の 縮小が確認 さ れ た 。 遠隔

転移 の ない Paget病 1 例お よ び外陰癌 2例で は P．　S．の

grade は改善 し， 奏効度の 表現 は CR を示 し た 。

〔結論〕温熱化学療法 は RS ．の 改善 に有効 で ある。 温

熱化学療法は進行癌，再発癌に対して治療効果を認め

延命に貢献で きる 。 外陰癌は 遠隔転移が なけれ ば温熱

化学療法 に よる高 い 治癒が期待できる。 子宮頸癌 ， 卵

巣癌の よ うな深部癌に 対 して も温熱療法は温熱増感作

用 の あ る抗 癌剤 の 併 用 で 著 効 も期 待で き る 。

匚目的］絨毛癌 の 臨床経過 と予後は ， 転移の 有無 と

そ の 病態に よ り左右 され る．今 回 ， 同
一患者の 異

な る転移巣よ り細胞株を樹立 し， その 細胞生物学

的性 状 を比 較解析 した ．［方法］絨毛 癌患者 の 剖検

時 ， 肺病巣及び腎病巣 を nude 　mouse （NM ）に 移

植 ， 形成 された腫瘍 を細切 ， 10％FCS 加 MEM 培

地 に て 培養 し，以下 の 項 目に つ き解析 した ，  培

養細胞 の 光顕的電顕的観察  増殖特性 ， 特 に人 の

肺 ， 腎 ， 肝 の 組織 extract に よ る 増殖促進効果  染

色体，異種移植能  hCG 産生能  HLA −ABC ，−

DR
，
　 hCG

，
　 SP

，，
　 hPL

，
　 Troma ユの 染色 （免疫酵

素抗体）  癌遺伝子発 現 （Northem 　blot）  制癌

剤 に対す る感受性．［成績 ］肺転移巣 よ り TAK −L
，

腎転移 巣 よ り TAK −N を樹立 ．各々 2年以上 ， 50

代以上継代 し増殖は安定．  培養細胞 は
， 両株 と

も cytotrophoblast 様 で 敷 石状 に 増殖 し容易 に

pile　up す るが ，
　 TAK −N で は 細胞異形性に 富み ，

細 胞質 内 空 胞 が 著 明 で あ っ た．  倍加 時 間 は

TAK −L ：約 81時間，　TAK −N ：約 41 時間．また

両株 とも肺 ， 腎 の extract 添加に よ 1）増殖が 促進

され た．  染色体は TAK −L ：高 2倍体域 （mode

46），
TAK −N ：高 3 倍体域 （mode 　76）に 分 布，

両株 と も NM 皮下移植に よ り腫瘤 を形成 し た，

  ，  hCG 産生能，免疫酵素抗体染色で は，両株

間 に差 異 は 認 め 得 な か っ た．  TAK −N に c
−

myc
，
　 H −ras の 発 現 を認 め た．  両株 と も MTX ，

ACD に感受性 を示 さず，　CDDP ，　VP −16に 感受性

を示 し， 特に TAK −L で高 い 感受性 を示 した，［結

論コ同
．一

絨毛癌患者 で あ っ て も ， 各 々 の 転移 病巣 で

は その 細胞 生物学的性状 が変化 して い る こ とを観

察 し， 絨毛 癌転移 の機序 を探る 上 に ，また その 臨

床的取 り扱 い の 上に重要 な資料 を提供 した，
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